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ロ
シ
ア
及
び
中
国
に
よ
る
対
日
有
害
活
動
等

　

ロ
シ
ア
で
は
、
平
成
二
〇
年
五
月
に
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
が
就
任
す
る
と
と
と
も
に
、
プ
ー
チ

ン
前
大
統
領
が
首
相
に
指
名
さ
れ
た
結
果
、
タ
ン
デ

ム
体
制
（
双
頭
体
制
）
が
始
動
し
ま
し
た
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
二
人
の
関
係
は
良
好
と
の
見
方
が
支
配
的

で
あ
り
、
政
策
決
定
で
は
、
大
統
領
と
首
相
の
調
整

は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た

世
界
的
な
金
融
危
機
は
ロ
シ
ア
経
済
を
急
速
に
悪
化

さ
せ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
、
資
源
輸
出
に
依
存
す

る
経
済
構
造
を
有
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
国
内
で
製
造

業
を
育
成
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
国
家
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、「
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」
に
注
目
し
て
お
り
、
一
九
年
七
月
、
同

技
術
を
研
究
開
発
す
る
た
め
、「
ロ
シ
ア
・
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
公
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
社
の
幹

部
に
は
、
政
府
関
係
者
が
就
任
し
て
お
り
、「
国
策

企
業
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま

す
。
ロ
シ
ア
は
、
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け

る
国
家
的
な
関
与
を
強
め
、
技
術
開
発
や
欧
米
か
ら

の
技
術
導
入
に
力
を
注
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

に
努
め
て
い
る
」、「
特
に
諸
君
ら
に
強
調
し
た
い
点

は
、
経
済
近
代
化
で
あ
り
、
特
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
保
護
、
経
済
、
航
空
機
産
業
、

宇
宙
分
野
、
他
の
ハ
イ
テ
ク
分
野
等
に
お
け
る
発
展

で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
、
情
報
機
関
は
国
益
に
関
し

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
情
報
機
関
を
重
要
視
し
て
い
く

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
我
が
国
に
お
け
る
在
日
ロ
シ
ア

情
報
機
関
員
に
よ
る
活
動
は
、
冷
戦
終
結
後
も
活
発

で
あ
り
、
警
察
は
、
一
七
年
・
一
八
年
に
、
在
日
ロ

シ
ア
情
報
機
関
員
が
、
民
間
企
業
の
技
術
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
、
先
端
科
学
技
術
を
違
法
に
入
手
し
た

事
件
を
検
挙
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
年
に
は
、
内

閣
情
報
調
査
室
職
員
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
同
室
の

情
報
等
の
入
手
を
図
っ
た
事
件
を
検
挙
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
情
報
機
関
員
に
よ
る
違
法
な
情
報
収
集
活

動
は
、
今
後
も
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
警
察
で
は
、
我
が
国
の
国
益
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
違
法
行
為
に
対
し
て
厳
正
な
取

締
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、二
一
年
一
二
月
、

「
ロ
シ
ア
国
家
保
安
機
関
員
の
日
」
の
祝
賀
会
に
お

い
て
、「
国
家
は
、
近
年
、
情
報
機
関
の
強
化
に
向

け
た
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
装
備
品
や
技

術
関
係
の
充
実
の
ほ
か
、
機
動
力
や
分
析
力
の
向
上

モスクワ郊外で会談するメドヴェージェフ大統領（左）と
プーチン首相（時事）

依
然
と
し
て
情
報
活
動
を

活
発
に
展
開
す
る
ロ
シ
ア

１
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二
一
年
は
、
建
国
六
〇
周
年
を
迎
え
た
中
国
が
、

国
内
外
に
向
け
、
三
〇
年
余
の
改
革
開
放
路
線
の
成

果
を
誇
示
し
、
共
産
党
に
よ
る
統
治
の
正
統
性
を
強

調
し
た
一
年
で
し
た
。

　

チ
ベ
ッ
ト
動
乱
（
一
九
五
九
年
）
か
ら
五
〇
年
、

天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
）
か
ら
二
〇
年
、
法
輪

功
の
中
南
海
包
囲
（
一
九
九
九
年
）
か
ら
一
〇
年
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
動
乱
が
「
九
の
付

く
年
」
に
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
は
、
当
初
か

ら
、
二
〇
〇
九
年
（
二
一
年
）
を
「
敏
感
な
年
」
と

位
置
付
け
、
暴
動
へ
の
警
戒
を
強
め
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
は
、
国
内
で
は
、
農
民
や
労
働
者
を
対
象
と

し
た
負
担
軽
減
策
で
融
和
を
図
り
、
ま
た
、
思
想
宣

伝
、
言
論
統
制
及
び
活
動
家
拘
束
を
中
心
と
し
た
治

安
維
持
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
産
党
の

統
治
を
脅
か
す
諸
問
題
に
対
応
し
つ
つ
、
国
際
社
会

に
お
い
て
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
か
ら
い
ち
早
く

脱
却
し
て
、
そ
の
政
治
的
・
経
済
的
な
発
言
力
を
強

め
、
建
国
六
〇
周
年
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
は
、
国
内
外

に
威
信
と
存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
七
月
、
新し

ん

疆き
よ
う

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の

ウ
ル
ム
チ
市
で
大
規
模
な
暴
動
が
二
度
発
生
し
、
多

数
の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
。
中
国
は
、
そ
の
直
後
か

ら
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
の
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル

議
長
を
首
謀
者
と
し
て
名
指
し
し
た
上
で
、
こ
れ
ら

の
暴
動
を
海
外
の「
三
つ
の
勢
力
」（「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」・

「
分
離
主
義
」・「
過
激
主
義
勢
力
」
を
指
し
ま
す
。）

が
扇
動
し
、
国
内
の
敵
対
勢
力
が
呼
応
し
た
襲
撃
事

件
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
中
国
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、

建国六〇周年に行われた軍事パレード（時事）

先
端
科
学
技
術
保
有
企
業
、
防
衛
関
連
企
業
、
研
究

機
関
等
に
研
究
者
、
技
術
者
、
留
学
生
等
を
派
遣
す

る
な
ど
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
巧
妙
か
つ
多

様
な
手
段
で
、
様
々
な
情
報
収
集
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
九
年
三
月
に
は
、
愛
知
県
警
察
が
、
国
内
大
手

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
す
る
中
国
人
技
術
者

に
つ
い
て
、
約
一
三
万
件
も
の
電
子
設
計
図
デ
ー
タ

を
不
正
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
社
有
パ
ソ
コ
ン
を
持

ち
出
し
た
と
し
て
、
横
領
容
疑
で
逮
捕
し
、
中
国
人

に
よ
る
違
法
な
先
端
科
学
技
術
情
報
の
収
集
実
態
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
我
が
国
の
国
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
違
法
行
為
に
対
し
て
厳
正
な
取
締
り

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新疆ウイグル自治区で発生した暴動の様子（時事）

建
国
六
〇
周
年
を
迎
え

急
速
に
台
頭
す
る
中
国

２


